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＜連絡事項＞
・管理日誌の点滴の部分、点滴の変更があっても、修正されてない時があったので確認してから入力する様にして下さい。
・新型コロナ感染症対策従事者慰労金の書類は総務に提出しました。
・退院書類のPSWは、西舘さんで統一して下さい。
・退院支援については、SWにも記録を飛ばし、情報共有をするようにして下さい。
＜患者様連絡事項＞
・杉山　千廣様～主治医へみちのく記念病院への情報提供書依頼しているが、担当でも看護サマリーの作成お願いします。
・田中　稔美様～週末38～39℃台の発熱あったこと、田名部Drから発熱時のIFオーダ（アンヒバ坐薬）追加となったこと報告。レボフロキサシン（500）1T　1×夕　7日分、明日採血と検尿指示あり。結果みて、胸部X-Pや点滴の抗生剤へ変更するか検討していくとのこと。
・川守田　義雄様～臨時薬同内容で16日分、ピコスルファートナトリウム2本処。
・下村　慶子様～離床は20分くらいできてるが、「おしっこが出ない」と訴えている。
経管栄養の時間だけでも離床できないかと提案するも、「無理。痛いから。」と拒否。離床へ継続、排尿がない場合（12時間以上）は導尿すること説明。また、腹筋を鍛えるようPT藤田へ相談するようにとのこと。経管栄養の白湯は明日から300-300-300へ変更の指示あり。
・馬渡　隆様～主治医面談実施。妻、長女出席。

Dr：本人の状態は変わりません。手術しない方向で前回話しましたが、変更はありませんか。

妻：手術などは本人の意思を尊重したい。

Dr：幻覚などで興奮することあり、手術や転院などは難しいと思う。

長女：前回の面談で家族の中では、手術しない方向で話しはまとまっている。今後については、施設でいいのか？

Dr：長期的に考えると、施設がいいと思う。

妻：本人が気兼ねなく生活できる場所がいいと思います。

Dr：施設でも面会はできると思うし、ある程度の距離感は必要かなと思う。

長女：手術はしないが、受診もしなくていいのか？

Dr：必要ないと思っています。保存療法のため、骨折後でも頻回に受診は必　　要ありません。施設入所ですすめていいですか？

妻・長女：手術は受けず、施設入所の方向で了承得ている。
主治医より短時間の面会許可あり、スタッフ付き添いで面会する。意思疎通　はしっかり出来ており、面会時間を何度も気にする様子あり。不穏さはなし。
施設に関しては、特養や老健など施設が色々あるので、担当看護師と話をし本人に合った施設をすすめることとした。次回、8/18に来院予定のため、その日までに施設一覧も準備していく。
＜要注目患者様＞
・柳町　由雄様～バイタルサイン異常なし。静かで疎通良好で過ごされている。
全身更衣、清拭施行する。「痒い」と掻いている。皮膚乾燥あり、ミルククリーム塗布している。体幹の浮腫持続。
・佐々木由一様～バイタルサイン異常、酸素飽和度低下なし。食事は各食全量摂取されている。仙骨部の褥瘡は、開放部周囲4㎝ほどのポケット形成あり。11日皮膚科診察に際し、使用薬剤について薬剤師より助言を受け、土井Drへ情報提供していく案があり、梅内薬剤師へ打診中。
・山田　石見様～バイタルサイン異常なし発熱や尿混濁なし。痰鳴あり吸引施行。淡黄色～白色痰少量除去。
・田中　稔美様～バイタルサイン異常なし。朝食、昼食介助するが数口のみ摂取で拒否あり。再度促すと易怒性有り。
→食事でむせ込みや粒や繊維状のもの吐き出しあり。
粥・キザミ→ミキサーへ変更。栄養士不在のため、厨房へ連絡済み。
・大渡　勝男様～棟内徘徊見られているが、破損行為なくホールで過ごされています。
・木村　茂様～穏やかに過ごされています。
・角谷　守道様～他室侵入あり介入している。介入に易怒性になる事はなし。
・北上　やゑ様～左肘に2×2cm皮膚剥離あり。アズノール塗布し、ガーゼ保護している。
→アズノール+ラップ保護、8/19（水）まで指示あり。
・飛鳥　サト様～仙骨部に1×2㎝皮膚剥離ありガーゼ保護している。
口腔内に溜め込み、むせ込みある為、食事形態検討する。
→粥・キザミ（ハーフ）各メイバランス1本→ミキサー（ハーフ）、ブリックゼリー各2/3へ変更。栄養士不在のため、厨房へ連絡済。
・奈良　芽乃子様～嘔気、口腔内溜め込みは持続。小鉢の粥は中止し、ミキサー食のままとする。ハーフへ変更を検討しており、栄養と相談しブリックゼリーの量を決めてから食事内容変更していく。
＜部屋移動＞
・是川　志郎様～207→204号室
　佐々木　日出夫様～204→205号室

